

























































































































































































































































































































































ジャー ）のクック(T℃rryCook)は「トー タル・アー カイブズ」について、カナダの状況に即
して以下のように説明している（強調は原文通り、［］による補足は訳荷（塚lll)による)'4)。
カナダの「トータル・アーカイプズ」手法は、設置支援母体から始終要求される業務処理
記録という証拠の保管所としてのアーカイブズの公的役割と社会的記憶や歴史的アイデン
ティティを保存するアーカイブズの文化的役割という二つ［の役割］を統合したものである。
実は、飛行は2008年8月にクック氏とカナダ・オタワにて直接対話する機会に忠まれ、その
際に「トータル・アーカイブズ」についても説明を受けた。図lはその際の説|ﾘjに雌づくもの
だが、ここでのポイントは、「組織のもつ記録」と「組織の外にいる者がもつ記録」のそれぞれ
について、またこれらの!|!で共通している記録について吟味していくことが、淵l織の実際の活
動を検証することにつながりうる、という''l,(である。つまり、「組織のi,吋肋」についてII織の立
場（機1Nアーカイブズ）だけでなく組織から離れた立場（収集アーカイブズ）からどう捉えた
カラル＆モス、前掲注ll),p.437.
テリー・クツク（塚IH治郎訳).-過去は物語の始まりである:1898年以降のアーカイブズ観の歴
史と未来へのパラダイムシフトー．入門・アーカイブズの世界：記憶と記録を未来に．記録管理学
会・II本アー カイブズ学会共編．日外アソシエー ツ,2006,p.146.
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図1トータル・アーカイブズの概念図1：組織と個人の立場から
出典：古fY".データ社会とアーカイブ：年金記録IIII題などに兄られる怖報管即の萠
要性とは？（プレゼンテーション資料）平成20年度IKI立↑I¥報学研究所市民講座「未
来へつながる怖鞭学」第3回，2008年8月25日．http://www.nii.aCjp/shimin/2"8/,
（参照2011-10-12.原IxIより一部修正).
か、というのがそれぞれの記録に反映される。さらに「組織と個人のやりとりの記録」もあわ
せて見ていくことが、その組織の活動の実像を立体的に考察することにつながる、というのが
「トータル・アーカイブズ」をめぐるクック氏の趣旨だと言えよう。
もっとも、図lは「組織（企業も含まれる)」と「個人」との|則係に焦点を当てたものであり、
「ビジネス・アーカイブズ」の観点では「トータル・アーカイブズ」について、角度をやや変
えて考察する必要があるものと兼者は考える。つまり、ある企災が迎'il↑するアーカイブズのII!
に、その企業の観点で保持された記録（アーカイブズ資料）があるとすれば、別の記録（アー
カイプズ資料）との|則係もあわせて考察することが有益ではないか、ということである。また、
こうした考え方・見方により、ビジネス・アーカイブズのあり方をより立体的に捉えることが
可能とも言えるだろう。具体的には以下のようなものを念頭に慨<べき、ということである。
．「労働アーカイプズ」との関係。今I司のシンポジウムはICAの「企業労働アーカイプズ部会
(SBL)」か共催に加わったものの、もっぱら企業アーカイブズがテーマであった。しかし、
「労働アーカイブズ」すなわち労働者や労働運動のほうにかかわるアーカイブズのあり方
や、企業アーカイプズと労働アーカイブズとの関係一ここには労使関係とli1様、協I淵関係
ないし対立関係、あるいはこれらの混在など、さまざまな状況が見られるだろう－につい
ても考察しておくことが求められるだろう。日本の状況に引きつけると、例えば大阪市の
「エル・ライブラリー（財団法人大阪社会運動協会・大阪産業労働資料館)｣'5)はまさに
労働アーカイブズの機能を（労働専門の図書館としての機能などとあわせて）もっている。
こうした労働アーカイブズの資料を通じ、企業の側あるいは絲憐側とは異なる角度でビジ
ネスあるいは社会llll題を捉えることか可能となるだろう。
・企業・ビジネス椚勤がもたらした「影響」「被害」を扱うアーカイブズとの関係。企業活動
が企業の内外の将、また社会に広くダメージをもたらすことは、過去にも現在でも発生し
15）「エル・ライブラリー 」は松岡，前掲注2),p.35-42.で紹介．
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図2トータル・アーカイブズの概念図2：ビジネス・アーカイブズの観点で
（筆者作成）
ている｡2.2.2で述べた通り、企業の側でも「被害」「不祥事」についてアーカイブズで取り
扱い利Hjに供する、ということもあり得るが、企業とは離れた立場でこうした出来執こつ
いて「アーカイブズ」をまとめつつ、多方面からの検証や将来への糧につなげていく取り
組みが兄られる。これも日本IKI内から具体例を挙げると、「西淀川大気汚染公害」について、
訴訟の和解金に基づき設立された「あおぞら財|､Ⅱ（公益財団法人公害地域III生セン
ター)」が設假・運営している「|町淀川・公害と環境資料館（愛称：エコミューズ)」が該
､I1すると言える。住民運動や環境涌動に|則するアーカイブズも、この種のアーカイブズに
含めることができよう16)。付け加えれば、マイナスだけではなくプラスの「彫郷」が、こ
れらのアーカイブズでの記録に反映されているIIj.能性もある。
その他、大学などの研究機関が「企業」「経営」や「労働」などの領域で設けているアーカイ
ズないし史料室のたぐい（これらは「収集アーカイブズ」と位置づけられる)、あるいは公文ブ
書館などにおいても、機関アーカイブズとしての企業アーカイブズが保持・管理し利illに供す
るものとは異なる資料が所蔵され、活111できる可能性がある。ここまで述べたような、企業
アーカイブズ以外のアーカイブズにおける資料に記録された事象や主張などは、企業にとって
は「負の膝史・遺産」と見なされる場合もあるだろう。しかしこうした側面も含めて企業・ビ
ジネスをとりまく「さまざまな」アーカイプズ施設・アーカイブズ資料の存在を認識し、それ
ぞれの盗料がもつ「つながり」を解きIﾘjかしていくことが、企業および社会にとっての「未来
への教訓」を認識し広く共有することにもつながるのではないだろうか。
以kを蹄まえ、収llから角度を変えて、「トータル・アーカイブズ」の観点からビジネス・
アーカイブズのあり方を筆者なりに示してみたのか、IxI2である。ここでは、lxllにならい、
「企業アーカイブズ」のもつ「企業の記録」と、「企業以外のアーカイブズ」がもつ「企業以外
の立場からの記録」を対置した。これらに加え、「企業とその外部とのやり取りの記録」につい
16）「エコ・ミュー ズ」や関連するアー カイブズについては，松岡，前掲注2）、p.168-177.で紹介．
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ても提示している。おそらくは、アーカイブズの利用者だけではなく、アーカイプズを符理・
連衡する側にとっても、こうした「トータル･アーカイブズ」的枠組みを意識することが、「企
業やビジネスに関する賓料の保持や活jll」につながるだろう。
4．おわりに
今l''lのシンポジウムについて一同.1II:き添えておくと、ll本からの発表が「虎膿文j'li」からの
1件のみだったことは、兼荷としては少々残念に思う。目頭で述べたことと矛盾しかねないこ
とをおそれつつ述べると、日本において海外の動|向jを知る、ということも砿要であるが、海外
にli'jけて日本の状況を発信し、l汎l際的な場で日本の状況や将来への展望などを述べることが、
ひいては海外からの提言あるいは海外との連携を通じてH本の状況の改沸にもつながりうるの
ではないだろうか。また、外資系の企業や海外に経憐ないし生産拠点をもつ企業でなくとも、
11本の企業は何らかのかたちで国際的な市場・労働・社会情勢とつながりをもっているところ
が少なくない。ということであれば、企業経営やコンプライアンスの側1hiであれ、社会や文化
とのつながりという点であれ、アーカイプズや企業記録についても国際的な観点で捉え、発信
していく必要があるのではないか。ビジネス・アーカイブズについての多様な側liliを即解しつ
つ、IKIの内外に向けてビジネス・アーカイブズのあり方・実践を国際的に提示する必要性が、
今後ますます求められていくことになろう。
以上、シンポジウムを通じて浮かび上がった「ビジネス・アーカイブズのII(I際的状況」また
「トータル・アーカイブズ論」の応)llとして提起した「ビジネス・アーカイブズを多角l'|り・立
体的に見る視点」について、筆者なりに記述を試みた次第である。本棚での記述から、ビジネ
ス･アーカイブズ関係稀のみならずアーカイブズに広く関心をもつ人々に､異論･反論を含め｢触
発」をもたらすことができれば、筆行としては幸いである。
なお、今In1のシンポジウムの内容については単行本化し、2012年に『llt界のビジネス・アー
カイプズ」という標題で刊行することがシンポジウムのウェブサイトにて発表されている17)。
現に筆者自身も、シンポジウムで王嵐氏が発表した論考について翻訳を行っており、王氏が示
した「中国における政府・腱I立公文ill:館(IKI家桜案局）としてのビジネス・アーカイプズヘの
関与」について、より詳しい紹介を行う予定である。この単行本を通じても、ビジネス・アー
カイプズの多様な姿へのHI!解が、多くの人々の間で進むことを祈念し、本柵を閉じる。
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17）前掲注6）を参照．
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